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弘前大学が目指す10年後のVISION

J-PEAKS
10年後の
VISION

弘前大学が創り出すWell-being街づくり
モデル(姿)を北東北エリアの研究大学群
から全国、全世界へと発信

《グローバルWell-being共創社会の実現》
地域課題を含めた地球規模の課題解決や
社会変革に繋がるイノベーションを創出する
世界的な卓越研究大学群を形成

《革新的な卓越大学群を牽引する中核研究大学》

▶ Well-being領域で卓越性を発揮

弘前から北東北へ
そして、全国、世界へ

地域の人々の健康と暮らしを豊かにする持続可能な街づくり
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異分野融合型総合知により、革新的な卓越研究大学
群を構築、この研究大学群を牽引する中核研究大学
としてグローバルWell-being共創社会を実現する。

本学の
スローガン 世界に発信し、地域と共に創造する

データコモンズ 異分野融合総合知

国際頭脳循環研究力強化

「人」と「データ」の
一大プラットフォーム × Well-beingを基軸とした

経済循環モデル



国内・海外
有力研究機関等

VISION実現に向けた達成プロセス
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国内外トップ大学等との戦略的研究融合・機能補完による卓越性の高い研究力強化、
大胆なガバナンス改革、全学的な大学院改革を実行し、強み･特色をさらに先鋭化し、
世界レベルへと「伸びしろ」を最大限に伸長する。

地域住民・自治体
強固な連携

地域住民・自治体・大学
による産学官民連携基盤

健康BDを基盤にWell-being研究を先鋭化

BD基盤とした
統合予防医学研究

超多項目健康ビッグデータ(BD)
（約3,000項目×1,000人超×20年間）

Well-being社会実装本部
×

研究と社会実装の
両輪体制構築

グローバルWell-being総合研究所

世界唯一の超多項目健康ビッグデータ(3000)による先端予防医学研究
パブリックヘルス領域主要6分野における国際共著論文率等では世界水準
多共同研究講座で「組織」対「組織」の大型産学連携実現(国内トップ水準)

弘前大学の
強み・特色

現 在 ３つの戦略を実行 １０年後

戦略2
(社会実装)

社会実装･スタートアップ
創出の活性化による
イノベーション創出の加速

持続的な研究力向上を実現
するための戦略的HRM
(人的資源マネジメント)構築

戦略3
(人材育成)

戦略1
(研究強化)

グローバルWell-being
共創社会実現に向けた
総合知による研究展開

グローバルWell-being研究の
世界トップレベルの研究拠点を形成

北東北エリア、全国、海外の地域住民(市民)・
自治体・大学・企業等

による多様で包摂的な連携基盤を確立

Well-being
ソーシャルサイエンス領域

ライフサイエンス・
テクノロジー領域

グローバルヘルス・
予防医学領域

×
人材育成
グローバル

Well-being研究科
(博士一研究科構想)

社会実装
大型共同研究創出
共創研究所(10)
共同研究講座(50)

海外トップ大学

国内トップ大学

コホート・
社会実装連携大学
北東北エリア大学

国内・海外
有力ヘルスケア他
多様な企業群
(スタートアップ)

北東北エリア
研究大学群

戦略的研究融合による
研究力とスケールアップ



研究力強化に向けた全学・戦略的マネジメント体制
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先端領域融合研究部会
[戦略１,戦略３]

社会実装戦略強化部会
[戦略２,戦略３]

○研究成果の社会実装、スタートアップ創出（戦略2）
○研究開発マネジメント人材キャリア構築体制の確立（戦略３）
○学内におけるURA候補人材の育成（戦略３）

企画・運営部会
[全体共通]

○グローバルWell-being共創社会実現に向けた総合知による
研究展開（戦略１）

○持続的な研究力向上を実現する戦略的HRM（戦略３）
○Well-being研究横展開に向けた大学院改革（戦略３）

学長 企画
理事

(総括)

弘前大学研究力向上戦略実行会議

総務
理事

教育
理事

研究
理事

社会
連携
理事

副学長
Well-being
戦略担当

全学部・研究科長
研究所長

外部人材

グローバルWell-being総合研究所
総合知・世界レベルによる研究展開の核となる実行組織

副所長：副学長(Well-being戦略担当)、医学研究科長

知の価値化・社会実装戦略の核となる実行組織
Well-being社会実装本部

健康未来イノベーション研究機構
25企業共同研究講座等(COI-NEXT参画企業群)

ガバナンス

研究所長：世界トップレベルの著名サイエンティスト(交渉中) 本部長：副学長(Well-being戦略担当）

ライフサイエンス・テクノロジー部門

Well-beingソーシャルサイエンス部門

副本部長：医学研究科長 本部長補佐：企業研究所長

スタートアップ創出推進室

知的財産戦略マネジメント室

グローバルヘルス・予防医学部門 イノベーション推進室

研究力 研究
支援

強み
特色

※学長の強力なリーダーシップによる迅速な意思決定の場(総合司令塔HQ)



※3重点研究領域を軸とした国内外有力研究大学との戦略的アライアンスを確立

グローバルWell-being研究の世界トップレベル
の研究拠点を形成

社会実装
大型共同研究創出
共創研究所(10)
共同研究講座(50)

北東北エリア、全国、海外の地域住民(市民)・自治体・大学・企業等
による多様で包摂的な連携基盤を確立

Well-being
ソーシャルサイエンス領域

ライフサイエンス・
テクノロジー領域

人材育成
グローバル

Well-being研究科
(博士一研究科構想)

グローバルヘルス・
予防医学領域

先端Well-being
研究拠点の確立

研究力とスケールアップ

×

戦略的研究融合による

研究大学群
北東北エリア

海外トップ研究大学
ソーシャルキャピタル×健康度、
食事中アミノ酸プロファイル制御による先端医療

若年世代の行動変容

研究の国際展開に関する後方支援

早期がん患者の検出

ハーバード大学

ジョンズホプキンス大学

レスター大学

アメリカ国立衛生研究所

オクラホマ大学 生活習慣病の発症予測

国内コホート連携大学

九州大学

京都府立医科大学

和歌山県立医科大学

名桜大学

京都府京丹後地区健診

和歌山ﾍﾙｽﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝｽﾀﾃﾞｨ

沖縄県北部地域やんばる版
プロジェクト健診

福岡県久山町コホート

北東北エリア大学

秋田大学

岩手大学

岩手医科大学

地域資源を活用したものづくり技術、
次世代農学研究

岩手県における予防医学・健康社会科学

資源・環境・医工連携

多様な企業群

・国内の有力ヘルスケア企業

・ヘルスケア以外にも多様な業種企業の参画

・海外グローバル企業との共同研究

・国内外スタートアップ企業の集積

社会実装連携大学

富山大学

静岡SPH

名城大学

東北大学

予防医学的エビデンスの導出

健康サポート薬局開設

スタートアップ、研究開発
マネジメント人材育成

未病因子の同定（ムーンショット型研究開発）

国内トップ研究大学

最先端の未病・先制医療

世界トップレベルの睡眠研究（IIIS)

若年世代の行動変容

京都大学

東京大学

東京科学大学

東京科学大学 メタバースによる
小児精神疾患マネジメント

AIを活用したデータ解析・システム開発

筑波大学

(旧医科歯科大)

(旧東京工業大)

《Well-being領域での世界的な卓越研究大学群を構築》

《Well-being領域での世界的な卓越研究大学群を構築》
グローバルWell-being総合研究所の組織体制等(1)
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グローバルWell-being総合研究所の組織体制等(2)
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※グローバルWell-being総合研究所の中核研究拠点施設。研究力向上と社会実装強化をアンダーワンルーフでの産学官連携・共同研究を推進する拠点
としての機能

《グローバルWell-being総合研究棟》

Well-being社会実装本部

オープンラボ/インキュベータ

健康・医療データサイエンス研究センター
・データサーバー室、ハイブリット会議システム等
・データ解析チーム及び関連する高度専門URA等が集結

・共同研究講座・共創研究所や参画大学の研究スペース
・産学官金民の共創スペース(コワーキングスペース)

・健康ビッグデータの計測スペース等を配置
・健康測定デバイスの実地開発・検証環境を構築
・市民の健診体験・交流スペース

グローバルWell-being総合研究所

健康未来イノベーションセンター
・京大共同ラボ/東大共同ラボ

社会実装・スマート健診開発スペース

バイオメディカルリサーチセンター

［グローバルヘルス予防医学部門/Well-beingソーシャルサイエンス部門/ライフサイエンステクノロジー部門］

※Well-being社会実装本部の中核機能(人員)を配置し、既存組織との役割(機能)分担を明確した上で、Well-being社会実装戦略のHQ機能を担う

グローバルWell-being総合研究所

健康・医療データサイエンス研究センター

健康未来イノベーションセンター

オープンラボ/インキュベータ

バイオメディカルリサーチセンター



「異分野融合型総合知」でグローバルWell-being共創社会を実現する
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デバイス、食、エネルギー、etc.

世界唯一の統合リアルワールドデータ群

ライフサイエンス・テクノロジー領域
地域経済、幸福度測定、

健康リテラシー教育、 研究成果の地域普及、etc.

Well-beingソーシャルサイエンス領域

・「異分野融合型総合知」とは、「異分野融合」と「総合知」を組み合わせ、さらに広い領域・分野・
組織間での連携・融合を意図したもの。
・社会が多様化・複雑化する中、我々が有する全領域のリソースや国内外の有力大学等の強み
を全て組み合わせることによって、Well-beingという一つの軸の中で、より多様で質の高い研
究成果・イノベーションを創出する「知」の基盤を構築し、「知」の活力をより一層高めていこうとい
う考え方。

グローバルWell-being
総合研究所

領域内異分野融合
人文社会科学部 教育学部

地域共創科学研究科地域社会研究科
領域内異分野融合

グローバルヘルス・予防医学領域

保健学研究科 健康未来ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ研究機構

医学研究科 被ばく医療総合研究所

領域内異分野融合海外トップ研究大学

北東北エリア大学

国内コホート連携大学

多様な企業群

社会実装連携大学

国内トップ研究大学

グローバルWell-being共創社会の実現

健康ビッグデータ、臨床・未病科学、
環境データ、健康指導、検査システム

理工学研究科

農学生命科学部 地域戦略研究所

社 会 人 経 済 自 然

地域スタートアップ創出

QOL健診

観光資源開発

新サービス創出 新産業創出

健康寿命延伸 経済循環モデル構築

健診デバイス開発

公共施策提言・評価

社会的環境要因把握一次産業活性化

メタバース保健室

行動変容睡眠改善

健康教育

疾病予測・予防

地域社会結束

自治体等連携

健康無関心層対応機能性食品開発

農産物ブランド化

ELSI

３つの重点領域の融合

・新エネルギー研究部門、食料科学部門 ・地域リノベーション専攻、産業創成科学専攻



世界的な先端Well-being研究･実証･開発拠点へ
《『知の価値化』戦略の実行による新領域創成》

本学が構築する
統合リアルワールドデータ群
（世界初の共通研究基盤）

Phase１：次世代医療基盤法の戦略的活用
令和3年度から全国初となる弘前市との連携による次世代医療基盤法の活用を
すでに開始しており、今後、健康BDとレセプトデータなどを段階的に結合。

Phase 2：全国縦断的な多拠点間コホート連携研究の拡張
参画大学(九州大、京都府立医科大、和歌山県立医科大、名桜大(沖縄))との
コホートデータを集約。既にデータの連携・標準化に着手。全国、全世界への拡張。

Phase ３：医療・介護・福祉・社会・生活・環境等のデータを統合
国保等へのデータベース接続、ソーシャルキャピタル(SC)･居住環境等の多種多様
なデータを統合し、世界唯一の統合リアルワールドデータ群(IRWD)を構築。

Phase 4：世界トップレベル研究大学との融合(国際頭脳循環)
ハーバード大学やジョンズホプキンス大学などの世界トップレベル研究大学との研究
融合(国際頭脳循環)の加速によって、先端Well-being研究における世界初の
共通研究基盤(データコモンズ)を形成し、グローバルな求心力を拡大・強化。

研
究
の
世
界
展
開
に
向
け
た
知
の
価
値
化
戦
略

〈本学の強みであるコホート研究・健康ビッグデータ(BD)の発展〉

グローバルに海外有力企業・スタートアッ
プ(SU)･大学・研究機関等が一大集結

SDOH:健康・WB社会的決定要因
（Social Determinants of Health）

×
SIB:ソーシャルインパクトボンド
（Social Impact Bond）

多因子間(環境・経済･
ソーシャルキャピタル等)の相互作用、
因果関係等複雑性の科学的解明
（Well-being基礎研究の活性化）

健康・Well-being(WB)領域への
数理、AI(データサイエンス)活用による

新学術領域の開拓へと発展

Well-being
研究融合

弘前大学グローバル
Well-being総合研究棟

Well-beingを基軸とした
次の新しい科学(サイエンス)の開拓へ
統合リアルワールドデータ群(IRWD)を礎とする

Well-being研究の世界的発展(新領域創成）

データ収集から解析、利活用、社会実装までを一気通貫かつ
産学官民共創で実現
世界唯一無二の

先端Well-being研究･実証･開発拠点へと発展
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将来

研究開発マネジメント人材の戦略的育成確保戦略
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人材
の確保が
困難

全国的な
ニーズの高まり

公募しても
優秀な人材
の応募がない
（地方にこない）

現状

・R7年度中に登用制度を制度設計
・学内公募・審査を経て、事務・技術職員をURAとして登用
・インセンティブ手当を付与するなど給与制度も整備

研究開発マネジメント人材(URA等)を学内外から持続的かつ戦略的に育成・確保していくこ
とを目的として、「戦略３:人材育成」において、以下の３つの取組を実施する。

・R7年度にトップキャリアとなる副学長ポストを創設
・R7年度中に「給与・評価・昇進・研修制度」を再設計し、URA人材が将来を見据えて
成長することができる魅力あるキャリアパス環境を整備する。
・学外からの優秀な人材の獲得につなげる。

【短期計画】
事務・技術職員からの登用制度

【中期計画】
魅力あるキャリア構築体制の確立

【長期計画】
本学の博士後期課程修了者を採用

●R7年度にトップキャリアとなる副学長ポストを創設
●R7年度中に「給与・評価・昇進・研修制度」を再設計し、URA人材が将来を見据えて
成長することができる魅力あるキャリアパス環境を整備する。
●学外からの優秀な人材の獲得につなげる。

●学部・大学院教育において、URA候補人材を育成する教育プログラムを開発・実施する。
●プログラムを受講した博士後期課程修了者を本学URAに優先的に採用する。
●R7年度中にプログラム開発、R8年度に開始する。

●R7年度中に登用制度を制度設計
●学内公募・審査を経て、事務・技術職員をURAとして登用
●インセンティブ手当を付与するなど給与制度も整備

優秀な研究開発
マネジメント人材を
持続的に確保



地域ファンド創設による弘前大学発スタートアップ創出

大学発スタートアップ
C

大学発スタートアップ
D

・COI-NEXTに参画しているベンチャーキャピタルをGP(ゼネラル・パートナー)、本学と地元金融機関をLP（リミ
テッド・パートナーシップ）とする地域ファンドを令和７年度に創設。
・スタートアップ企業の経営を軌道に乗せ、その後に首都圏等から大きな資金を呼び込む流れを生み出す。
・地方では距離的な問題で、はじめから大きな資金を獲得しづらい。この地域ギャップを埋める位置づけ。

地域ファンド

大学発スタートアップ
A

大学発スタートアップ
B

弘前大学発 スタートアップ企業

ベンチャー設立当初の時期をターゲットに@20～30百万円/件を出資
出資先は弘前大学発スタートアップ企業に限定（ローカルファンド）

ほかのベンチャーキャピタルやCOI-NEXT参画企業CVCから大型出資を呼び込むための経営体制を整備（経営スタッフ配置等）

大学によるスタートアップ支援を明確化、収入財源の多様化

地方中規模大学発ファンドの
新たなモデルを弘前大学が構築

※ファンド運用期間は
10年とする予定

※詳細は調整中

SU●●●●●社
etc

LP出資
49.5％

LP出資
49.5％

運用指示
出資１％
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弘前大学
（LP)

金融機関
（LP)

COI-NEXT参画VC
（GP）



全学的に修士から博士まで一貫してWell-being教育を行うことができる体制を段階的に整備
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2

10年後まで

修
士
課
程
・
博
士
前
期
課
程

博
士
課
程
・
博
士
後
期
課
程

R10年度

人文社会科学研究科
- 人文社会科学専攻
・ Well-being学際研究コース
教育学研究科
- 教職実践専攻
・ Well-being学際研究コース
地域共創科学研究科
- 地域リノベーション専攻
- 産業創成科学専攻
・ Well-being学際研究コース
保健学研究科
- 保健学専攻
- 心理支援科学専攻
・ Well-being学際研究コース
理工学研究科
- 理工学専攻
・ Well-being学際研究コース
農学生命科学研究科
- 農学生命科学専攻
・ Well-being学際研究コース

地域社会研究科
- 地域社会専攻

医学研究科 ※４年課程
- 医科学専攻
・ Well-being学際研究コース

保健学研究科
- 保健学専攻

理工学研究科
- 機能創成科学専攻
- 安全システム工学専攻

地域社会研究科
- 地域社会専攻

医学研究科 ※４年課程
- 医科学専攻
・ Well-being学際研究コース

保健学研究科
- 保健学専攻

理工学研究科
- 機能創成科学専攻
- 安全システム工学専攻

医学研究科 ※３年課程
- Well-being学際研究専攻

地域社会研究科
- 地域社会専攻(6)

医学研究科 ※４年課程
- 医科学専攻(50)
・ Well-being学際研究コース

保健学研究科
- 保健学専攻(12)

理工学研究科
- 機能創成科学専攻(6)
- 安全システム工学専攻(6)

地域社会研究科
- 地域社会専攻(6)

医学研究科 ※４年課程
- 医科学専攻(60)

人文社会科学研究科
- 人文社会科学専攻(16)

教育学研究科
- 教職実践専攻(18)

地域共創科学研究科
- 地域リノベーション専攻(15)
- 産業創成科学専攻(15)

保健学研究科
- 保健学専攻(30)
- 心理支援科学専攻(6)

理工学研究科
- 理工学専攻(120)

農学生命科学研究科
- 農学生命科学専攻(50)

保健学研究科
- 保健学専攻(12)

理工学研究科
- 機能創成科学専攻(6)
- 安全システム工学専攻(6)

人文社会科学研究科
- 人文社会科学専攻
・ Well-being学際研究コース
教育学研究科
- 教職実践専攻
・ Well-being学際研究コース
地域共創科学研究科
- 地域リノベーション専攻
- 産業創成科学専攻
・ Well-being学際研究コース
保健学研究科
- 保健学専攻
- 心理支援科学専攻
・ Well-being学際研究コース
理工学研究科
- 理工学専攻
・ Well-being学際研究コース
農学生命科学研究科
- 農学生命科学専攻
・ Well-being学際研究コース

人文社会科学研究科
- 人文社会科学専攻(16)

教育学研究科
- 教職実践専攻(18)

地域共創科学研究科
- 地域リノベーション専攻(15)
- 産業創成科学専攻(15)

保健学研究科
- 保健学専攻(30)
- 心理支援科学専攻(6)

理工学研究科
- 理工学専攻(120)

農学生命科学研究科
- 農学生命科学専攻(50)

R７年度現在 R8年度

接続

グローバルWell-being
研究科

Well-being
ソーシャルサイエンス専攻

グローバルヘルス・
予防医学専攻

ライフサイエンス・
テクノロジー専攻

異分野融合教育が可能な体制
３つの重点領域を軸に

専攻を構成
R10年度の改組後、

速やかに検討・手続き開始

R7新設：10名

R10新設：10名

R8新設：
各研究科2～3名

一研究科構想

R7年度 医学研究科に「Well-being学際研究コース（博士課程４年）」を新設
R8年度 全ての修士課程に「Well-being学際研究コース（修士課程２年）」を新設
R10年度 医学研究科に「Well-being学際研究専攻（博士課程３年）」を新設 ※修士課程からの接続
10年後までに、全ての博士課程を発展的に１つの研究科に統合 ⇒ グローバルWell-being研究科 「一研究科構想」

大胆な大学院改革の実行(一研究科構想)



※参画・協力機関(一部)調整中,
講座開設予定の機関多数あり

※共同講座開設(2025年6月末時点:
25講座等)/総参画・協力機関:約80

多くの企業研究員が大学に常駐し、
強固な連携基盤(共同研究環境)を構築

女性の健康推進医学講座
大塚製薬(株)

野菜生命科学講座
カゴメ(株)

先制栄養医学講座
協和発酵バイオ(株)

Well-being推進医科学
講座 クラシエ(株)

食と健康科学講座
ハウス食品グループ本社(株)

デジタルニュートリション学講座
味の素(株)

フローラ健康科学講座
テクノスルガ・ラボ(株)

データヘルス研究講座
(株)ミルテル

ビューティーウェルネス学
研究講座 (株)資生堂

オーラルヘルスサイエンス学
講座 小林製薬(株)

健康寿命延伸学講座
(株)バリューHR，
東京海上HD

体内環境モデリング研究講座
江崎グリコ(株)

予防医学推進学講座
(株)プリメディカ

デジタルヘルスケア
ワークスタイル研究講座
DMG森精機(株) ・(株) WALC

アクティブライフプロモーション
学研究講座 花王(株)

健康長寿デザイン講座
シスメックス(株)

健康ライフサイエンス
研究講座
第一三共ヘルスケア(株)

表情・体・心連関科学講座
（いい表情と体・心のつながり研究）
サントリーウエルネス(株)

メタボロミクスイノベーション学講座
ヒューマン・メタボローム・
テクノロジーズ(株)

移動体験・Well-being
研究講座 マツダ(株)

明治安田×弘前大学 QOL
共創研究所
明治安田生命保険（相）・
（株）明治安田総合研究所

先端ファイトケミカル健康学講座
丸善製薬(株)

ウェルネスフードイノベーション
講座（いい表情と体・心のつながり研究）
森永製菓(株)

ミルク栄養学研究講座
雪印メグミルク(株)

ヘルスケアAIシステム学
講座 日本電気(株)

青森みちのく銀行

〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇イオン東北 datarobot 〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇

多種多様な業種の参画企業・研究機関等がリアルにアンダーワンルーフに集い、活発かつオープンな議論からイノベーション創出

Well-being領域で革新的研究・新事業創出をめざす大学・企業等が全国,全世界から弘前に一大集積(ハブ)

弘前大学が誇る一大オープンイノベーションプラットフォーム基盤
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10年後
アウトプット・アウトカム
（⑳共通指標等）

戦略
インプット

システム改革
（組織整備等）

アクション

戦略１(研究強化)

グローバルWell-
being共創社会実現
に向けた総合知による
研究展開

戦略2(社会実装)

社会実装・スタートアップ
創出の活性化によるイノ
ベーション創出の加速

戦略3(人材育成)

持続的な研究力向上を
実現するための戦略的
HRM（人的資源マネジ
メント）の構築

全体ガバナンス

※戦略１～３の土台

⑦Well-being社会実装
本部の体制構築

10年後の
弘前大学の姿

グローバルWell-being 
世界トップレベルの
研究拠点を形成

地元企業も巻き込んだ
社会実装・地域産業創出

地域課題解決を実現する
「経済循環モデル」を
北東北エリアから
国内外へ発信

持続的な研究力向上に
向けた人的資源の好循環

海外若手研究者の呼込み

〈弘前大学将来ビジョン〉
グローバルWell-being共創社会の実現

3つの戦略の確実な実行による
アウトプット・アウトカムの達成を下支え

⑤COI-NEXTクラスの主軸PJ候補
ネタの発掘と育成

④主要関係大学との連携推進

③領域融合研究支援制度の創設

⑧全学的新シーズ発掘による
新社会実装戦略の構築
⑨主な研究成果・社会実装成果
トピックス等のピックアップ

①グローバルWell-being
総合研究所の体制構築

②研究力強化に向けた新研究
ポートフォリオ戦略の構築

⑩Well-being社会モデルの他エリ
アへの展開戦略構築

⑫起業家育成に向けた取組強化

⑪地域ファンドの創設

⑬全学大学院改革の推進

⑥BD、RWD蓄積の加速

⑮URA育成・評価システム・制度
の創設

⑭J-PEAKSのあらゆる切り口を網
羅した新学生総合支援戦略の
整理と実行

〈J-PEAKS〉
達成すべき主要成果リスト体系化

大学全体のTop10%論文数を２倍

⑯全学研究力向上戦略
実行会議の本格稼働

⑰J-PEAKSビジョンの学内浸透

⑱大学経営戦略室の創設
⑲ADボードによる外部チェック体制
の構築

パブリックヘルス領域６分野の論文数を
３倍、Top10％論文率を世界水準へ

大学全体の国際共著論文数を３倍

世界唯一の共通基盤データ構築
看板(柱)となる研究領域の伸長
海外トップ大学との交流協定締結

共同研究費受入額を3倍
共同研究講座を50設置

QOL健診の実施人数 50万人

自治体投資額を3倍

県内全市町村との連携協定締結
平均寿命最下位脱却･健康寿命延伸

QOL健診をスタンダード健診へ

北東北へ研究成果・社会実装を波及

スタートアップを30社創出

研究の持続的発展に向けた
若手研究者の確保・輩出

研究開発マネジメント人材(URA)の
確保・輩出

〈※10年後アウトプット・アウトカム〉
・赤字：申請時設定指標かつ共通指標
・青字：申請時設定指標
・緑字：共通指標
・黒字：独自目標

国内外の研究者・企業が集積

研究力強化戦略の着実な実行に向けた独自のロジックモデル構築
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